
　二胡とは、文字通り二弦の楽器です。左手で棹を支え、宙に
浮いている弦を押さえて音階をつけます。二本の弦に挟まって
いる弓の動きによって美しい音を奏でる、肉声にもっとも近い
楽器といわれています。
　二胡という楽器の魅力はその多彩な表現力にあります。指揮
者の小澤征爾が中国を訪問した際、その音色に感動し世界に
紹介した姜建華は、国際的な二胡奏者であり、最高の技術を駆
使して奏でる無限に変化する美しい音色は聴く者を魅了して止
みません。その後、坂本龍一が作曲した映画「ラストエンペラ
ー」テーマ曲の演奏で一躍その名を知られ、中国の伝統音楽は
もとより、クラシック音楽や日本の歌にいたるまで、その音楽の
魅力を余す所なく引き出す豊かな音楽性と高度な表現力は世
界で認められています。

姜 建華（ジャン・ジェンホァ）／二胡　
Jiang Jianhua, Er-hu
　上海生まれ。叔父から二胡の手ほどきを受け、16歳から中国芸
術家代表団の一員として海外公演を行う。中央音楽学院附属中
学（北京）在学中、同校を訪れた指揮者小澤征爾氏の前で『二泉
映月』を演奏したところ、小澤氏が感動し、涙したという逸話があ
る。それをきっかけに1979年のタングルウッド音楽祭をはじめとし
てボストン響、サンフランシスコ響、1989年ベルリンフィルの定期演
奏会にソリストとして招かれ、国際舞台でのキャリアーを重ねる。
日本では1986年のサントリーホールやカザルスホール、王子ホー
ルなどの柿落としに出演。日本の作曲家、石井眞木氏、加古隆氏
等が姜のために書き下ろした作品を初演し、日本の音楽界に二
胡の魅力を伝える。1987年、映画『ラスト・エンペラー』で坂本龍
一氏によるテーマ音楽を演奏。2002年9月、日中国交正常化30周
年を記念して上海大劇院で行われたリサイタルでは、中国の作曲
家のコンチェルトやピアノのブルース・スタークとのジャズの世界な
ど、二胡の新しい境地を披露。2003年第17回日本ゴールドディス
ク大賞特別賞を受賞。2008年北京の国家大劇院新年音楽会に
小澤征爾氏とともに出演、好評を博す。世界最大級の音楽祭
「ラ・フォル・ジュルネ」には度々出演し、東京、ナント、エカテリンブ
ルク、ワルシャワ等で公演。2021年から2023年は主に中国で活動
し、北京の国家大劇院、厦門市滄江劇場、平潭国際演芸センター
大劇場など、中国全土でのリサイタルのほか、2022年香港フェニ
ックステレビ『名人面対面』姜建華スペシャル番組に出演。2023
年には『人民音楽』誌の表紙を飾り、ロングインタビューの記事が
掲載された。メディアへの出演も多く、NHKテレビ アナザーストー
リーズ運命の分岐点「小澤征爾悲願のタクト～北京に流れたブラ
ームス～（2022年12月放送）」にインタビューで登場。現在、中央音楽
学院の教授を務め、同時に日本での演奏活動と後進の指導も積
極的に行なっている。2022年12月、長年にわたる日中の架け橋と
しての活動に対し、駐上海日本総領事館の赤松秀一大使より「日
本駐外公館表彰状」が授与された。

楊 宝元（ヤン・バオユアン）／中国琵琶  
Yan Baoyuan, pipa
　北京生まれ。幼少より父親で琵琶平湖派の楊大鈞（中央音楽学
院、中国音楽学院教授）に琵琶を学ぶ。1975年より中央楽団琵琶奏者
として活躍。1982年中国音楽学
院を卒業し、同校で教職に就く。
1985年日本留学。1986年NHKテ
レビ「シルクロードの楽士たち」に
出演。1987年「世界民族音楽体
系中国編」（日本ビクター）、映画「ラ
スト・エンペラー」にて独奏を担
当。1990～91年團伊玖磨作曲
「万里の長城」を東京フィル、神
奈川フィルと共演。1992年東京藝
術大学音楽学修士課程修了。
1994年平安建都1200年記念式
典で「東王破陣楽」を御前演奏。1995年山本純之介作曲「紅焔
～中国琵琶とオーケストラのための～」を東京のサントリーホー
ル、大阪のザ・シンフォニーホールにて新日本フィルと世界初演。翌
年には北京音楽庁にて再演。いずれも絶賛を浴びる。1996年東
京藝術大学音楽学部の講師に就任、以来十数年に渡り、東洋音
楽、中国琵琶を指導。2007年より中央音楽学院教授を務め、同時
に中国での演奏活動を展開。また、近年はクラシックの祭典「ラ・
フォル・ジュルネ」に参加し、姜建華とともに東京、ナント（フランス）
等ヨーロッパで演奏し、活動の場を広げている。

五十嵐薫子／ピアノ
Kaoruko Igarashi, Piano
　2022年に第76回ジュネーヴ国
際音楽コンクール・ピアノ部門で第3
位、およびRose Marie Huguenin 
Prizeを受賞。ほかにも日本音楽コ
ンクール、ピティナ・ピアノコンペティ
ション、ショパン国際ピアノコンクール
in ASIAほか受賞多数。6歳から
桐朋学園子供のための音楽教室
でピアノを学び、桐朋学園大学を
首席で卒業。皇居内桃華楽堂で
の御前演奏会に出演した。これまで東京都交響楽団、東京フィル
ハーモニー交響楽団、ヤナーチェク・フィルハーモニー管弦楽団など
と共演。室内楽では、徳永二男、ワディム・レーピン、長谷川陽子らと
共演しているほか、2020年第89回日本音楽コンクールで、チェロ部
門の共演者として審査員特別賞を受賞。2014～2015年明治安田ク
オリティオブライフ文化財団奨学生、2016年メンデルスゾーン・アカデ
ミー奨学生、2017年2018年桐朋学園仙川キャンパス特待生、2018
年2019年度ロームミュージックファンデーション奨学生。
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